
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成26年６月３日

【四半期会計期間】 第42期第２四半期(自 平成26年１月21日 至 平成26年４月20日)

【会社名】 株式会社キタック

【英訳名】 KITAC CORPORATION

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　中　山　輝　也

【本店の所在の場所】 新潟市中央区新光町10番地２

【電話番号】 025(281)1111

【事務連絡者氏名】 経理部次長　　井　村　弘　章

【最寄りの連絡場所】 新潟市中央区新光町10番地２

【電話番号】 025(281)1111

【事務連絡者氏名】 経理部次長　　井　村　弘　章

【縦覧に供する場所】 株式会社キタック　東京支店

 (東京都台東区浅草橋３丁目20番12号)

 株式会社東京証券取引所

 (東京都中央区日本橋兜町２番１号)

 

 

EDINET提出書類

株式会社キタック(E05015)

四半期報告書

 1/19



第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第41期

第２四半期累計期間
第42期

第２四半期累計期間
第41期

会計期間
自 平成24年10月21日
至 平成25年４月20日

自 平成25年10月21日
至 平成26年４月20日

自 平成24年10月21日
至 平成25年10月20日

売上高 (千円) 1,276,814 1,686,629 2,219,467

経常利益 (千円) 123,102 334,262 156,257

四半期(当期)純利益 (千円) 70,435 202,320 64,264

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 479,885 479,885 479,885

発行済株式総数 (株) 5,969,024 5,969,024 5,969,024

純資産額 (千円) 1,846,430 2,012,966 1,837,346

総資産額 (千円) 4,914,110 5,350,992 5,224,338

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 12.58 36.13 11.47

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 37.6 37.6 35.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 187,722 557,048 △90,601

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △2,264 △33,091 △49,625

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △177,931 △205,950 132,633

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 67,380 370,267 52,261
 

 

回次
第41期

第２四半期会計期間
第42期

第２四半期会計期間

会計期間
自 平成25年１月21日
至 平成25年４月20日

自 平成26年１月21日
至 平成26年４月20日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 20.27 44.49
 

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載を省略しております。

 ４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有

価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであり
ます。

(1)経営成績の分析

①業績の概況

当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、政府主導による経済対策や日銀の金融緩和政策などを

背景にして、輸出関連企業を中心とした企業収益が改善し、個人消費についても消費税増税前の掛け込

み需要などにより、景気は緩やかながら回復基調で推移したものの、一方では、消費税増税後の国内需

要の腰折れや新興国経済の下振れ懸念などにより、先行き不透明な状況で推移しました。　

その中で当社の属する建設コンサルタント業界の市場環境におきましては、国の建設投資については

平成25年度補正予算の執行ならびに国土強靭化政策に基づく公共インフラの整備事業などにより堅調に

推移したものの、一方では地方公共団体の公共事業については新規事業の予算縮減が継続されているた

め、引き続き厳しい受注環境となりました。

こうした状況の中、当社としては、他社との差別化を目指して、培ったノウハウを活用し顧客のニー

ズに合った技術提案の強化を経営の最重要課題のひとつとして位置付けて、きめ細かな営業活動を展開

し全社を挙げて受注確保に取り組んだ結果、当第２四半期累計期間の受注高は10億円(前年同四半期比

21.9％増)となりました。

収益面につきましても、前事業年度からの繰越業務の進捗率が業務の効率化などにより当初の想定を

上回ったこと、及び当第２四半期累計期間の受注高が堅調に推移したことなどにより、売上高16億８千

６百万円(同32.1％増)、営業利益３億５千４百万円(同146.4％増)、経常利益３億３千４百万円（同

171.5％増）、四半期純利益２億２百万円（同187.2％増）となりました。

 
なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（建設コンサルタント事業）

建設コンサルタント事業の当第２四半期累計期間の業績は、前述のとおり、前事業年度からの繰越業

務の進捗率が当初の想定を上回ったことなどにより、完成業務収入16億１百万円(前年同四半期比

34.2％増)、売上総利益５億７千６百万円(同56.4％増)となりました。

（不動産賃貸等事業）

不動産賃貸等事業の当第２四半期累計期間の業績は、入居率の上昇及び諸経費削減などにより、不動

産賃貸等収入８千５百万円(前年同四半期比2.6％増)、売上総利益２千１百万円(同31.0％増)となりま

した。

 
②売上高の季節的変動について

当社の主要事業である建設コンサルタント事業は、主要顧客先が国・地方自治体であることから、公

共事業の工期が事業年度末である３月および９月に集中する傾向にあるため、当社の売上高の計上時期

が第２四半期会計期間と第４四半期会計期間に偏る傾向が高い反面、販売費及び一般管理費は各四半期

毎に概ね均等に発生するという季節的変動要因があります。
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(2)財政状態の分析

(資産)

資産合計は、53億５千万円(前事業年度末比１億２千６百万円増)となりました。

主な増減内訳は、現金及び預金(同３億１千８百万円増)、受取手形及び完成業務未収入金(同６千万円

減)、未成業務支出金(同１億３千１百万円減)等であります。

(負債)

負債合計は、33億３千８百万円(前事業年度末比４千８百万円減)となりました。

主な増減内訳は、業務未払金（前事業年度末比６千２百万円減）、未払法人税等(同１億１千万円増)、

短期借入金(同２億４千万円減)、社債(１億円増)等であります。

(純資産)

純資産合計は、20億１千２百万円(前事業年度末比１億７千５百万円増)となりました。

主な増減内訳は、利益剰余金(同１億７千４百万円増)等であります。

　

(3)キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、投資活動ならびに

財務活動による資金の流出はありましたが、営業活動による資金の流入により、当第２四半期累計期間

末は３億７千万円（前事業年度末比３億１千８百万円増）となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果流入した資金は、５億５千７百万円（前年同四半期は流入した資金１億８千７百万

円）となりました。これは、主に税引前四半期純利益３億３千４百万円、減価償却費４千２百万円、た

な卸資産の減少額１億３千２百万円等によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果流出した資金は、３千３百万円（前年同四半期は流出した資金２百万円）となりまし

た。これは、主に投資有価証券の取得による支出２千万円等によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果流出した資金は、２億５百万円（前年同四半期は流出した資金１億７千７百万円）と

なりました。これは、主に短期借入金の純減少額２億４千万円、社債の発行による収入９千８百万円、

配当金の支払額２千８百万円等によるものであります。

 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び
新たに生じた課題はありません。
なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につきましては、特

に定めておりませんので、記載すべき事項はありません。

 

(5)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年４月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年６月３日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 5,969,024 5,969,024
東京証券取引所　JASDAQ

(スタンダード)
（注）

計 5,969,024 5,969,024 ― ―
 

(注)株主としての権利内容に制限のない、標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年１月21日～
平成26年４月20日

― 5,969,024 ― 479,885 ― 306,201
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(6) 【大株主の状況】

平成26年４月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

中山　輝也 新潟市西区 1,154 19.33

五十嵐　英輝 新潟市中央区 634 10.63

株式会社キタック 新潟市中央区新光町10-2 368 6.17

キタック社員持株会 新潟市中央区新光町10-2 288 4.82

株式会社第四銀行 新潟市中央区東堀前通七番町1071-1 278 4.65

中山　正子 新潟市中央区 265 4.44

東京中小企業投資育成株式会社 東京都渋谷区渋谷3-29-22 233 3.91

中山　和子 新潟市西区 203 3.40

中山　道子 東京都北区 197 3.30

石田　庸子 東京都文京区 153 2.57

計 ― 3,776 63.26
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成26年４月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 368,500

 

―
権利内容に何ら制限のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,598,900
55,989 同上

単元未満株式 普通株式 1,624
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 5,969,024 ― ―

総株主の議決権 ― 55,989 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式27株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年４月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社キタック

新潟市中央区新光町10番地２ 368,500 ― 368,500 6.17

計 ― 368,500 ― 368,500 6.17
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(平成26年１月21日か

ら平成26年４月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年10月21日から平成26年４月20日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社が存在しませんので四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年10月20日)

当第２四半期会計期間
(平成26年４月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 78,861 396,867

受取手形及び完成業務未収入金 370,802 310,721

未成業務支出金 318,168 186,341

貯蔵品 3,789 2,843

繰延税金資産 22,895 29,300

その他 16,505 17,221

貸倒引当金 △908 △767

流動資産合計 810,114 942,528

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 321,802 312,022

工具、器具及び備品（純額） 450,990 450,769

賃貸資産（純額） 1,074,970 1,066,574

土地 2,354,153 2,354,153

その他（純額） 32,033 28,629

有形固定資産合計 4,233,950 4,212,148

無形固定資産 14,130 12,668

投資その他の資産

投資有価証券 127,955 148,793

繰延税金資産 14,893 14,264

その他 23,302 20,597

貸倒引当金 △9 △9

投資その他の資産合計 166,143 183,646

固定資産合計 4,414,224 4,408,464

資産合計 5,224,338 5,350,992

負債の部

流動負債

業務未払金 133,364 70,622

短期借入金 740,000 500,000

1年内返済予定の長期借入金 254,388 245,832

未払法人税等 30,021 140,672

未成業務受入金 134,482 175,261

賞与引当金 37,735 40,166

業務損失引当金 1,964 1,827

その他 160,808 189,083

流動負債合計 1,492,766 1,363,464

固定負債

社債 350,000 450,000

長期借入金 1,277,716 1,254,077

退職給付引当金 51,010 48,636

役員退職慰労引当金 184,411 188,310

その他 31,088 33,538

固定負債合計 1,894,226 1,974,562

負債合計 3,386,992 3,338,026
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年10月20日)

当第２四半期会計期間
(平成26年４月20日)

純資産の部

株主資本

資本金 479,885 479,885

資本剰余金 306,201 306,201

利益剰余金 1,142,098 1,316,416

自己株式 △110,487 △110,509

株主資本合計 1,817,698 1,991,993

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 19,648 20,972

評価・換算差額等合計 19,648 20,972

純資産合計 1,837,346 2,012,966

負債純資産合計 5,224,338 5,350,992
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(2)【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年10月21日
　至 平成25年４月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年10月21日
　至 平成26年４月20日)

売上高 1,276,814 1,686,629

売上原価 891,396 1,088,201

売上総利益 385,418 598,428

販売費及び一般管理費
※1 241,523 ※1 243,929

営業利益 143,895 354,498

営業外収益

受取利息 4 5

受取配当金 767 1,812

業務受託手数料 6,539 9,961

その他 5,887 4,362

営業外収益合計 13,199 16,140

営業外費用

支払利息 23,890 24,475

社債利息 1,647 1,438

その他 8,454 10,463

営業外費用合計 33,992 36,377

経常利益 123,102 334,262

税引前四半期純利益 123,102 334,262

法人税、住民税及び事業税 47,091 137,231

法人税等調整額 5,575 △5,289

法人税等合計 52,667 131,941

四半期純利益 70,435 202,320
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成24年10月21日
　至 平成25年４月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年10月21日
　至 平成26年４月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 123,102 334,262

減価償却費 43,226 42,742

退職給付引当金の増減額（△は減少） 4,967 △2,373

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △402 3,898

貸倒引当金の増減額（△は減少） 154 △141

受取利息及び受取配当金 △771 △1,817

支払利息 23,890 24,475

社債利息 1,647 1,438

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,007 2,431

未成業務受入金の増減額（△は減少） △17,417 40,778

未払消費税等の増減額（△は減少） 7,663 17,768

売上債権の増減額（△は増加） △57,892 60,081

たな卸資産の増減額（△は増加） 120,786 132,773

仕入債務の増減額（△は減少） 35,335 △62,742

業務損失引当金の増減額（△は減少） △6,521 △137

未収入金の増減額（△は増加） △4,582 437

その他 10,105 14,802

小計 278,284 608,677

利息及び配当金の受取額 767 1,813

利息の支払額 △26,167 △25,536

法人税等の支払額 △65,163 △27,906

営業活動によるキャッシュ・フロー 187,722 557,048

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 － △20,000

有形固定資産の取得による支出 △1,616 △13,091

無形固定資産の取得による支出 △648 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,264 △33,091

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △50,000 △240,000

長期借入れによる収入 100,000 100,000

長期借入金の返済による支出 △116,438 △132,195

社債の発行による収入 134,112 98,289

社債の償還による支出 △214,000 －

リース債務の返済による支出 △3,602 △4,020

配当金の支払額 △28,002 △28,002

その他 － △22

財務活動によるキャッシュ・フロー △177,931 △205,950

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,526 318,006

現金及び現金同等物の期首残高 59,854 52,261

現金及び現金同等物の四半期末残高
※1 67,380 ※1 370,267
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【注記事項】

(追加情報)　　　

法人税率の変更等による影響

「所得税法等の一部を改正する法律」（平成26年法律第10号）が平成26年３月31日に公布され、平

成26年４月１日以後に開始する事業年度から復興特別法人税が課されないことになりました。これに

伴い、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実行税率は、平成26年10月21日に開始す

る事業年度に解消が見込まれる一時差異については、従来の37.8％から35.4％となりました。　

この税率変更による影響額は軽微であります。

 
 

(四半期損益計算書関係)

　※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
　　前第２四半期累計期間
　（自　平成24年10月21日
　　至　平成25年４月20日）

　　当第２四半期累計期間
　（自　平成25年10月21日
　　至　平成26年４月20日）

 

給料手当 79,563千円 　81,182千円

賞与引当金繰入額 9,227千円 10,989千円

役員退職慰労引当金繰入額 3,780千円 3,898千円
 

 

　　売上高の季節的変動

前第２四半期累計期間（自　平成24年10月21日　至　平成25年４月20日）及び当第２四半期累　　

計期間（自　平成25年10月21日　至　平成26年４月20日）

当社は、官公庁取引が大半を占める事業の性質上、売上高が第２四半期会計期間及び第４四半期会

計期間に集中する傾向があり、各四半期会計期間の業績に季節的変動があります。

　

 
(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、

次のとおりであります。

 
　　前第２四半期累計期間
　（自　平成24年10月21日
　　至　平成25年４月20日）

　　当第２四半期累計期間
　（自　平成25年10月21日
　　至　平成26年４月20日）

 

現金及び預金 93,980千円 396,867千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △26,600千円 △26,600千円

現金及び現金同等物 67,380千円 370,267千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 平成24年10月21日 至 平成25年４月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年１月17日
定時株主総会

普通株式 28,002 5.00 平成24年10月20日 平成25年１月18日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第２四半期累計期間(自 平成25年10月21日 至 平成26年４月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年１月15日
定時株主総会

普通株式 28,002 5.00 平成25年10月20日 平成26年１月16日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 平成24年10月21日 至 平成25年４月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 
報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高    

  外部顧客への売上高 1,193,797 83,017 1,276,814

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 1,193,797 83,017 1,276,814

セグメント利益 368,799 16,619 385,418
 

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

 
Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 平成25年10月21日 至 平成26年４月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 
報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高    

  外部顧客への売上高 1,601,479 85,149 1,686,629

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 1,601,479 85,149 1,686,629

セグメント利益 576,653 21,774 598,428
 

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間

(自 平成24年10月21日
至 平成25年４月20日)

当第２四半期累計期間
(自 平成25年10月21日
至 平成26年４月20日)

１株当たり四半期純利益金額 12円58銭 36円13銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 70,435 202,320

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 70,435 202,320

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,600,589 5,600,566
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　　

 

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

 

 

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任監査法人　トーマツ

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   五十幡　　理一郎　　　印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   神　代　　　勲　　　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成26年５月30日

株式会社キタック

取締役会  御中

 

 

 

 
 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社キタックの平成25年10月21日から平成26年10月20日までの第42期事業年度の第２四半期会計期間(平

成26年１月21日から平成26年４月20日まで)及び第２四半期累計期間(平成25年10月21日から平成26年４月20

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キタックの平成26年４月20日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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